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福岡県退公連
� 会長　稲田　瑞穂

年金と国債発行に思う

　年金が 3 年ぶりに増額されました。68 歳以下の人は
2.2%、69 歳以上の人は 1.9％が増額になりました。【皆
さん方が、今、受け取っている年金に、2.2/100あるい
は1.9/100を掛けた数字が、今年度のあなたの増額分と
なります】
年金の財源を確保し、順調に支給するために、2004（平
成 16）年に、マクロ経済スライド【国が経済活動に介入
できるしくみ】が導入されました。2015（平成 27）年の
10 月には、共済年金など 4 つに分かれていた年金制度を
一元化して、厚生年に統合しました。この時職域部分がな
くなり、保険料の 27％が未納である判明し、多額な年金
返済が請求されました。昭和 37 年 12 月までに教職に就

組織の健康診断のポイント（抜粋）
①�前例に囚われて、例会や活動が型にはまったもの、少数の味顔ぶれによる活動
になっていないか。
②�新会員勧誘の意気込みが組織の中にあるか。組織の拡充は困難と諦めていないか。
　医療現場は日進月歩の変化の連続に驚くばかり。本連盟も常識にとらわれない
コペルニクス発想で改革を推し進め、「それは無理」とせず、多くの異見に耳を傾
けるところから道は開けることを信ずる。

■コペルニクス的発想を（日公連新聞5月号より） ■退会者が出ない組織に
新会員の勧誘と並行して「退会者を出さない」組
織にするにはどうするか。既に始まっている福
利厚生事業、これから始まる病院や介護事業所
を介した助け合いの事業をアピールして。会員
であることのメリットを示すことも出来る。組
織の拡充は、私たちの当事者意識から生まれる。

会員減少を食い止めるために

いた該当者に対して、年金の返済請求がなされました。5
万円、30 万円、40 万円の返済請求がきて困ったと多くの
方々の苦情を聞きました。
　5 月 19 日から 3 日間、広島の宇品島で、G7 サミット
が開催されます。米国のバイデン大統領は、国債発行額が
上限の 4,240 兆円に達しているため、来日が難しいと言
われましたが、出席できました。出席者には、名物のお好
み焼きが振る舞われます。議論は核の問題、脱炭素の問題、
食料問題、ウクライナ問題など多岐に亘ると思います。
　わが国の国債発行額は、1,200 兆円を超えていまが、国
会の承認は必要ありません。米国と異なる点です。しかし、
国内総生産（DGP）の 2.2 倍が上限額なので、現在はぎ
りぎりの上限額になっています。巨額な赤字国債発行をみ
て、ある経済学者は歯止めが必要だといい、他の経済学者
は、これで良いと言っています。
　私は、会員の皆さん方が安心して、年金の受給できるこ
とを願うだけです。そして、現役の方々の給与が上がるこ
とを望んでいます。
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支
部
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紹
介
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嘉
穂
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田
支
部
　
支
部
長
　
大
里
　
茂
晴

会
員
同
士
の
絆
づ
く
り

会
員
同
士
の
絆
づ
く
り

戸畑支部　女性部長　大野　英子

女性部の活動女性部の活動

若松支部　女性部長　安武　保子

力合わせて力合わせて
若手会員の勧誘若手会員の勧誘

 

現
在
、
戸
畑
支
部
は
、
男
性
38

名
女
性
44
名
合
計
82
名
の
会
員
で

す
。
そ
の
う
ち
の
半
数
が
80
代
で

す
が
、
健
康
で
元
気
に
活
動
さ
れ

て
い
る
方
も
多
く
い
ま
す
。

　

当
支
部
の
特
徴
で
も
あ
る
役
員

の
6
割
は
女
性
で
退
公
連
行
事
等

に
参
加
し
、
活
動
の
中
心
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

女
性
部
の
活
動
で
は
、
こ
れ
ま

で
秋
の
親
睦
会
を
軸
に
敬
老
表
彰

伝
達
式
後
の
親
睦
会
等
そ
の
ほ
か

の
活
動
も
し
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
3

年
間
は
、
思
う
よ
う
な
活
動
が
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
女

性
部
の
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
年
2
、
3
回
会
員
に
配
布
す

る
県
や
支
部
の
会
報
な
ど
の
袋
詰

◆
活
動
の
方
針

　
「
全
て
の
会
員
が
豊
か
に
、
生
き

が
い
の
あ
る
生
活
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

会
員
同
士
の
絆
を
深
め
る
。
ま
た
、

現
職
時
代
の
キ
ャ
リ
ア
を
生
か
し
、

仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地
域

貢
献
に
努
め
る
。

◆
班
長
会

　

5
月
、
班
長
会
を
開
催
。
班
の
代

表
者
で
、
今
年
度
の
活
動
計
画
を
決

定
す
る
。

◆
班
の
総
会

　

5
〜
6
月
、
各
班
ご
と
の
総
会
。

高
齢
な
会
員
さ
ん
も
年
に
一
度
の
総

会
を
楽
し
み
に
し
て
あ
り
、
会
員
同

士
の
絆
を
感
じ
る
。
し
か
し
、
コ
ロ

ナ
禍
で
、十
分
に
は
開
け
て
い
な
い
。

◆
班
長
、
班
の
役
員
の
活
動

　

年
間
を
通
し
て
、
日
公
連
新
聞
、

県
の
会
報
の
配
布
。
会
員
の
絆
づ
く

り
に
励
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

◆
敬
老
表
彰
の
祝
賀
会

　

9
月
、
該
当
者
の
方
々
に
、
寿
詞
・

記
念
品
の
贈
呈
、
簡
単
な
会
食
会
を

も
ち
、心
か
ら
敬
老
を
お
祝
い
す
る
。

記
念
の
集
合
写
真
を
撮
り
、
後
日
礼

状
と
と
も
に
お
渡
し
し
て
い
る
。

◆
新
会
員
を
増
や
す

　

会
員
確
保
に
努
め
る
。

行
橋
・
京
都
支
部
　
事
務
局
長
　
村
上
　
成
年

こ
れ
か
ら
の
支
部
活
動

こ
れ
か
ら
の
支
部
活
動

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
、
令
和
2
年
2
月
の
会
合
を
開

催
し
て
以
降
、
本
支
部
の
活
動
は
3

年
間
制
限
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

間
会
員
数
も
減
少
の
一
途
を
た
ど

り
、
現
在
50
名
で
す
。
こ
の
3
年
間

で
20
名
程
度
の
減
少
と
い
う
残
念
な

状
況
で
す
。
こ
の
こ
と
は
支
部
の
最

大
の
課
題
で
す
。
会
員
の
高
齢
化
が

進
み
、
退
職
し
た
若
い
人
た
ち
に
対

し
て
、
退
公
連
の
勧
誘
が
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。
役
員
一
覧
表
で
も
、
組
織

部
長
や
女
性
部
長
と
い
っ
た
メ
ン

　

退
公
連
に
加
入
し
て
59
年
に
な

り
ま
す
が
、
女
性
部
の
あ
る
事
を

知
っ
た
の
は
、
三
年
前
の
3
年
前
、

県
大
会
に
参
加
し
て
か
ら
で
す
。

　

若
松
支
部
で
は
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
た
総
会
を
兼
ね
た
「
日
帰
り

旅
行
」「
親
睦
会
（
宴
会
）」
は
、

全
て
男
女
合
同
で
し
た
。
他
の
地

区
と
同
様
。
高
齢
者
が
多
い
の
で

す
が
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い

若
々
し
さ
も
。

　

昔
の
想
い
出
話
が
多
く
、
当
時

は
、
今
と
違
っ
て
怒
っ
た
り
立
た

せ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
教
師

と
児
童
生
徒
・
保
護
者
と
の
関
係

に
は
、
見
え
な
い
絆
が
し
っ
か
り

あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
関
係
で
、
こ
こ
数
年
全
て
の
行

パ
ー
が
決
ま
ら
な
い
状
況
で
す
。
こ

の
3
年
間
で
失
っ
た
も
の
は
大
き
す

ぎ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
過
去
の
活
動
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
同
好
会
の
推
淮
と
し
て
、

平
成
30
年
11
月
に
会
員
12
名
が
行
橋

市
沓く

つ
お尾
に
あ
る
江
戸
時
代
末
期
に
大

庄
屋
を
務
め
た
市
指
定
の
「
守
田
蓑

洲
旧
居
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
大
阪
城

再
建
の
た
め
に
切
り
出
さ
れ
た
石
の

残
石
を
見
学
し
た
り
、
昼
食
は
漁
港

で
あ
る
蓑
島
の
魚
料
理
を
堪
能
し
た

り
し
て
、
日
帰
り
で
は
あ
り
ま
し
た

嘉穂山田

行橋・京都

戸　畑若　松

が
、
会
員
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
お
越
し
の

際
は
ぜ
ひ
ご
見
学
く
だ
さ
い
。
土
・

日
・
祝
日
の
み
開
館
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
人
生
１
０
０
年
時
代
、

健
康
で
長
生
き
し
た
い
と
思
う
の

は
、誰
も
が
願
う
と
こ
ろ
で
す
。「
健

康
は
親
が
残
し
て
や
れ
る
最
高
の
財

産
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
子
や
孫
、
次

代
を
担
う
人
た
ち
へ
健
康
の
大
切
さ

を
繋
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た

め
に
も
、
退
公
連
の
活
動
の
主
と
な

る
年
金
の
充
実
・
社
会
保
障
の
充
実

な
ど
を
目
指
し
、
組
織
の
拡
大
と
穏

や
か
な
日
々
の
生
活
の
た
め
に
課
題

は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
の

活
動
を
地
道
に
進
め
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

事
が
、
中
止
、
残
念
で
た
ま
り
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
今
年
は
親
睦
会
を
兼

ね
た
総
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

会
員
63
名
。
89
％
が
85
歳
以
上
で

す
。
44
％
が
女
性
で
す
が
会
を
盛

り
上
げ
、
若
い
会
員
勧
誘
の
工
夫

を
話
し
合
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

め
に
は
、
女
性
部
を
は
じ
め
女
性

役
員
の
方
々
の
応
援
が
あ
り
、
和

気
あ
い
あ
い
の
中
で
作
業
が
進
ん

で
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
会
員
が
地
域
の
市

民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
サ
ー
ク
ル
活

動
や
お
世
話
、
福
祉
活
動
等
で
活

躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

女
性
部
活
動
の
一
つ
で
あ
り
ま
す

秋
の
親
睦
会
が
あ
り
ま
す
。
会
に

参
加
さ
れ
る
方
が
「
楽
し
か
っ
た
。

ま
た
、
来
年
も
参
加
し
た
い
」
と

言
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
、
会
の
催

し
の
ゲ
ー
ム
や
景
品
の
準
備
も
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
女
性
部
活
動
が
交

流
の
場
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。
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福
祉
部
長
を
拝
命
し
て

任
さ
れ
る
こ
と
に
感
謝

本
会
員
10
年
目
に
し
て
、
本
年
度
福
祉
部
長
を

拝
命
し
た
も
の
の
、
責
任
や
不
慣
れ
も
あ
っ
て

些
か
心
許
な
い
心
境
で
す
。

本
部
理
事

佐
竹
　
正
利

項　目 4 年度予算 5 年度予算 前年比 摘　　要

1 会議費 110,000 60,000 50,000 評議員会等会場費

2 一般旅費 420,000 200,000 220,000 日公連、福岡県連

3 全国大会費 390,000 250,000 140,000 大会旅費等 　2 名分減

4 分担金 450,000 370,000 80,000 日公連、窮地連

5 敬老福祉費 250,000 220,000 30,000  寿詞・記念品

6 研修費 10,000 10,000 研修会用資料

7 広報活動費 60,000 40,000 県連広報印刷、発送

8 女性部活動費 10,000 10,000 研修会、調査

9 組織活動費 20,000 10,000 10,000 調査、優良支部表彰

10 慶弔費 30,000 20,000 10,000  支部大会祝儀．香典

11 通信費 70,000 50,000 20,000 郵送料　ハガキ・切手

12 消耗品費 10,000 5,000

13 印刷費 50,000 40,000 10,000 用紙、プリンタインク

14 役員手当 200,000 200,000 会長及び理事、監査

15 渉外費 10,000 5,000 会長渉外費

16 雑費 10,000 5,000 封筒、筆記用具等

17 災害積立 22,870 20,830 会員数× 10 円

18 県大会予算 0 185,000
19 予備費 16,940 4,070 そうめん代等からの繰入れ金

合　計 2,139,810 1,704,900 570,000

歳　　出

項　目 4 年度予算 5 年度予算 前年比 摘　　要

1 繰越金 688,580 173,070 各支部からの分担金

2 分担金 1,428,360 1,326,000 会員数× 10 円

3 特別基金積立金 22,870 20,830 旅費戻り

4 繰入金 0 0 利子

5 雑収入 0 0 そうめん代等からの
繰入れ金

6 県大会予算 0 185,000
合　計 2,139,810 1,704,900 0

令和5年度�一般会計歳入・歳出予算 単位：（円）

歳　　入

令和5年度新会員数中間報告
№ 支部名 人数
1 東　　　区 0
3 中　央　区 0
5 城　南　区 0
6 早　良　区 0
8 糟　　　屋 0
11 筑　紫　南 24
12 筑　紫　北 0
15 大　牟　田 0
16 柳川みやま 0
17 八　　　女 0
18 三�潴�大�川 6
19 浮　　　羽 0
20 小�郡�三�井 ０

№ 支部名 人数
22 小�倉�門�司 0
23 八　　　幡 8
24 戸　　　畑 0
25 若　　　松 0
26 遠�賀�中�間 0
27 行�橋�京�都 0
30 嘉�穂�山�田 3
31 飯　　　塚 0
32 鞍　　　手 ０
33 田　川　市 6

合　計 47

　昨年の 8月末から、今年の 3月末の
新会員の人数を調査させて頂きました。
筑紫南支部の新会員の獲得数が 24名全
体で62.3％の増加率である。県連始まっ
て以来の獲得数である。筑紫南支部の取
り組みに学ぶ必要がある。
　8月末まで、あと 2ヶ月あります。3
月末時点では、まだ数字が出ていない支
部は、魂を揺さぶる気迫を持って、足で
稼ぐ事しかありません。頑張りましょ
う！

会
員
の
親
睦
を
深
め
な
が
ら

糟
屋
支
部
は
会
員
約
１
０
０
名
と
、
10
の
班
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
65
歳
年
金
支
給
に
伴
い
退
職
後
も
働
く
人

が
多
い
中
で
、
会
員
も
60
代
が
多
く
加
入
し
、
支
部
三
役

も
全
員
60
代
で
す
。
本
支
部
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
輩
方
の

活
動
や
経
験
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
さ
ら
に
組
織
の
活
性

化
が
で
き
る
よ
う
に
機
会
が
あ
る
ご
と
に
、
課
題
で
あ
る

「
会
員
の
親
睦
を
深
め
る
」「
社
会
福
祉
の
増
進
に
協
力
す

る
」
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
潴
大
川
支
部
長
就
任
に
あ
た
っ
て

糟
屋
支
部  

支
部
長

 

西
村
　
栄
治

三
潴
大
川
支
部  

支
部
長

 

柿
添
　
展
宏

退
公
連
の
灯
を
消
さ
な
い
よ
う
に

　

本
年
度
か
ら
飯
塚
支
部
の
支
部
長
に
就
任
し
ま
し
た
大
里
錦
子

と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
3

年
間
支
部
総
会
が
で
き
ず
会
員
数
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
前
支
部

長
さ
ん
は
、
15
年
間
も
飯
塚
支
部
の
活
性
化
の
為
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
先
輩
方
が
こ
れ
ま
で
築

き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
支
部
の
灯
を
消
さ
な
い
よ
う
に
、
会
員
の
皆

様
と
智
恵
を
出
し
合
い
、組
織
力
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

飯
塚
支
部  

支
部
長

 

大
里
　
錦
子

　

3
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等

に
伴
う
物
価
高
。
私
た
ち
の
生
活
は
思
い
も
寄
ら
な
か
っ
た
状
況
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
度
三
潴
大
川
支
部
長
を
お
引
き

受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
現
在
の
退
公
連
の
話
を
聞
く
と
、
最
も
危
惧
さ
れ
る
の

は
会
員
数
の
減
少
か
と
思
い
ま
す
。
昭
和
27
年
に
日
公
連
に
な
っ

て
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
取
組
や
思
い
が
継
続
し
づ
ら
い
状
況
に

な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
大
き
な
原
因
の
一
つ

が
会
員
減
少
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
会
員
増
で
き
る
の
か
。
こ
れ
は
な
か
な
か
難

し
い
問
題
で
す
。
退
公
連
と
会
員
の
思
い
が
ど
う
し
た
ら
一
致
す
る

の
か
、
価
値
観
が
多
様
化
し
て
い
る
現
在
、
ど
う
し
た
ら
会
員
皆
様

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
支
部
に
な
る
か
、
ま
だ
見
通
し
が
つ
い
て
い

ま
せ
ん
が
、
他
支
部
の
取
り
組
み
や
会
員
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら

支
部
長
と
し
て
の
職
責
を
全
う
し
て
い
き
ま
す
。

恩
師
と
の
出
会
い
大
切
に

　

私
は
、
教
職
と
し
て
27
年
勤
務
し
、
た
だ
今
、
再

任
用
と
そ
し
て
小
学
校
に
勤
め
て
い
ま
す
。

　

筑
紫
地
区
で
、様
々
な
功
績
を
上
げ
て
こ
ら
れ
た
、

近
本
明
先
生
よ
り
退
公
連
の
事
を
勧
め
ら
れ
て
加

入
し
ま
し
た
。
近
本
先
生
は
、
私
の
恩
人
で
あ
り
、

数
少
な
い
尊
敬
で
き
る
人
の
一
人
で
す
。

　

退
公
連
の
趣
旨
賛
同
し
な
が
ら
も
、人
と
人
は「
義

理
と
人
情
」
と
い
う
関
係
性
の
中
で
生
き
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
菅
勉
班
長
と
共
に
40
人
以
上
の
人

に
勧
誘
に
回
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
退
公
連
の

未
来
を
考
え
て
現
役
（
準
会
員
）
の
拡
大
に
も
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

先
日
、
菅
班
長
よ
り
事
務
局
長
を
し
て
欲
し
い
と

の
話
が
あ
り
お
受
け
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
菅
班

長
の
人
柄
に
惹
か
れ
志
を
共
に
し
て
い
ま
す
。
微
力

で
す
が
、
自
分
の
出
来
る
事
に
精
一
杯
に
取
り
組
も

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

近
本
先
生
が
よ
く
言
わ
れ
る
言
葉
に
「
人
に
感
謝

し
て
生
き
る
」
を
心
に
と
め
て
頑
張
り
ま
す
。

日
々
漸
進
・
前
進

　

退
公
連
の
会
員
と
し
て
ま
だ
３
年
で
す
が
、

会
員
の
皆
様
の
活
動
が
充
実
し
た
も
の
と
な
る

よ
う
支
部
運
営
に
関
わ
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

組
織
部
長
に
な
っ
て

　

今
年
度
か
ら
組
織
部
長
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
昨
年
度
思
い
も
か
け
ず
病
気
に
な
り
ま

し
た
が
、
体
を
動
か
す
よ
う
に
と
お
医
者
様
か
ら

言
わ
れ
、
元
の
よ
う
に
朝
晩
の
犬
の
散
歩
も
開
始

し
、
貰
っ
た
命
を
大
切
に
使
っ
て
活
動
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。

筑
紫
南
支
部
　
事
務
局
長

 

海
野
　
学

嘉
穂
山
田
支
部
　
組
織
部
長

内
藤
　
正
登

糟
屋
支
部
　
組
織
部
長

井
浦
　
政
義

組
織
拡
充
の
道
筋
を
考
え
る

　

現
職
会
員
は
、
退
公
連
の
事
業
や
活
動
を
理

解
し
て
お
く
。
ま
た
、
会
員
候
補
者
の
名
簿
を

作
成
し
、
支
部
総
会
等
で
確
認
す
る
。
そ
し
て

会
員
候
補
者
と
身
近
な
人
（
職
場
が
一
緒
だ
っ

た
、
学
校
の
後
輩
で
あ
る
、
近
所
で
あ
る
等
）

が
勧
誘
に
あ
た
る
。

浮
羽
支
部
　
組
織
部
長

重
岡
　
晴
久

組
織
活
発
の
た
め
に
尽
力

い
き
な
り
組
織
部
長
と
拝
命
し
、
何
を
ど
う
し

て
い
い
も
の
や
ら
不
安
ば
か
り
で
す
。
し
か
し
、

よ
う
や
く
世
の
中
に
活
気
が
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。本
連
盟
の
活
動
も
活
発
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

飯
塚
支
部
　
組
織
部
長

大
音
　
嘉
之

ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

昨
年
入
会
し
た
ば
か
り
の
私
に
、
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
将
来
、
若
者
一
人
に
、
高
齢

者
一
人
を
支
え
る
時
代
に
な
り
ま
す
。
先
輩
方
の

ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
歩
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

飯
塚
支
部
　
女
性
部
長

馬
場
　
敬
子

組
織
拡
充
の
道
筋
を
考
え
る

　

東
区
支
部
の
女
性
部
長
に
な
り
、1

年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
例
年
同

様
の
活
動
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
退
職
さ

れ
た
先
輩
方
が
年
金
・
医
療
・
介
護
等
に
つ
い
て

ご
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

東
区
支
部
　
女
性
部
長

木
村
　
真
美

《北九州ブロックテーマ》
「初心に返り、退公連の強さを
� 取り戻そう！」
実践報告～SDGsの街�北九州からの発信～
八幡支部・小倉・門司支部・若松支部・遠賀中
間支部

《期　　日》令和5年10月6日（金）
　　　　　13:30～16:30
《会　　場》ウェルとばた　中ホール
《住　　所》北九州市戸畑区汐井町1-6
　　　　　（JR戸畑駅南口より徒歩約1分）
《電話番号》093-871-7200

第4回福岡県大会
（北九州ブロック）の開催について

後援：福岡県・北九州市

若戸大橋
≪令和４.2  国の重要文化財指定≫

ま
ず
は
会
員
確
保
を
目
指
し
て

　

こ
の
た
び
、
支
部
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
、
大
里
茂
晴
と
申
し
ま
す
。

　

退
職
2
年
目
よ
り
、
事
務
局
長
を
７
年
間
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
多
く
の
会

員
の
方
々
と
知
り
合
い
に
な
れ
た
こ
と
が
、
一
番

の
財
産
だ
と
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

新
役
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
、
ま
ず
は
会
員

確
保
を
目
指
し
、
さ
ら
に
支
部
活
動
を
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

嘉
穂
山
田
支
部  

支
部
長

 

大
里
　
茂
晴

魅
力
あ
る
支
部
を
め
ざ
し
て

　

長
年
ご
尽
力
頂
い
た
帆
足
支
部
長
の
後
を
受

け
、
6
月
の
総
会
を
も
っ
て
支
部
長
に
な
り
ま
し

た
。
大
変
心
引
き
締
ま
る
思
い
で
一
杯
で
す
。

　

本
支
部
は
、
小
さ
い
支
部
で
、
会
員
減
と
い
う

大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
一
歩
一
歩

積
み
上
げ
て
来
た
活
動
の
実
績
の
上
に
、
私
た
ち

の
生
活
基
盤
で
あ
る
、
年
金
学
習
・
社
会
保
障
制

度
の
充
実
の
た
め
の
署
名
活
動
、
会
員
相
互
の
交

流
の
充
実
（
広
報
・
親
睦
会
等
）
な
ど
、
諸
活
動

の
工
夫
を
行
い
、
魅
力
あ
る
支
部
を
め
ざ
し
て
微

力
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
郡
三
井
支
部  

支
部
長

 

林
田
　
一
徳

糟
屋
支
部
　
事
務
局
長

横
尾
　
勝
博

　

こ
の
度
、
糟
屋
支
部
事
務
局
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。

　

５
年
前
小
学
校
の
教
師
を
定
年
退
職
し
、
最
近

は
、
自
治
会
の
役
員
と
し
て
、
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
て
活
動
の
幅
を
広
げ
て
お
り
ま
す
。
先
輩

方
の
ご
指
導
を
受
け
、
事
務
局
の
仕
事
が
全
う
で

き
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

真
面
目
・
コ
ツ
コ
ツ
を
心
が
け
て

本
部
理
事
紹
介

　

1
月
ご
ろ
で
し
た
で
し
ょ
う
か
、
親
し
く
し

て
い
る
友
人
か
ら
退
職
公
務
員
連
盟
の
女
性
部

長
を
受
け
て
く
れ
な
い
か
と
言
う
話
が
あ
り
ま

し
た
。
断
り
き
れ
ず
に
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た

の
で
す
が
、
福
岡
県
の
女
性
部
長
と
は
全
く
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

女
性
部
長

安
河
内
　
信
子

　

現
在
、
福
祉
事
業
は
主
に
慶
弔
規
定
に
よ
る

祝
い
の
記
念
品
を
贈
る
こ
と
で
お
世
話
を
頂
い

て
い
ま
す
。
今
後
は
会
員
各
位
が
安
心
し
て
生

活
出
来
る
一
助
と
し
て
、
会
員
限
定
の
各
種
保

険
等
の
ご
案
内
、
並
び
に
周
知
等
を
図
り
、
皆

様
と
同
じ
目
線
で
福
祉
事
業
の
充
実
に
努
め
、

精
進
し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
何
卒
こ
れ
ま

で
同
様
、
ご
協
力
と
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
の
山
は
、
東
京
で
行
わ
れ
る
全
国
女
性
部

長
会
へ
の
参
加
で
し
た
。
え
ー
っ
、
長
い
こ
と

東
京
に
は
行
っ
て
な
い
！
し
か
も
、
御
茶
ノ
水

は
行
っ
た
こ
と
が
な
い
、
ど
う
し
よ
う
と
不
安

が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
ぶ
つ
ぶ
つ
言
う
私
を
、

藤
崎
事
務
局
長
は
、
丁
寧
に
優
し
く
支
援
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
無
事
に
参
加
で

き
ま
し
た
。
今
回
、
今
ま
で
に
な
い
経
験
が
出

来
て
、本
当
に
良
か
っ
た
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
、わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、

良
い
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

令和5年度�新役員紹介
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福
祉
部
長
を
拝
命
し
て

任
さ
れ
る
こ
と
に
感
謝

本
会
員
10
年
目
に
し
て
、
本
年
度
福
祉
部
長
を

拝
命
し
た
も
の
の
、
責
任
や
不
慣
れ
も
あ
っ
て

些
か
心
許
な
い
心
境
で
す
。

本
部
理
事

佐
竹
　
正
利

項　目 4 年度予算 5 年度予算 前年比 摘　　要

1 会議費 110,000 60,000 50,000 評議員会等会場費

2 一般旅費 420,000 200,000 220,000 日公連、福岡県連

3 全国大会費 390,000 250,000 140,000 大会旅費等 　2 名分減

4 分担金 450,000 370,000 80,000 日公連、窮地連

5 敬老福祉費 250,000 220,000 30,000  寿詞・記念品

6 研修費 10,000 10,000 研修会用資料

7 広報活動費 60,000 40,000 県連広報印刷、発送

8 女性部活動費 10,000 10,000 研修会、調査

9 組織活動費 20,000 10,000 10,000 調査、優良支部表彰

10 慶弔費 30,000 20,000 10,000  支部大会祝儀．香典

11 通信費 70,000 50,000 20,000 郵送料　ハガキ・切手

12 消耗品費 10,000 5,000

13 印刷費 50,000 40,000 10,000 用紙、プリンタインク

14 役員手当 200,000 200,000 会長及び理事、監査

15 渉外費 10,000 5,000 会長渉外費

16 雑費 10,000 5,000 封筒、筆記用具等

17 災害積立 22,870 20,830 会員数× 10 円

18 県大会予算 0 185,000
19 予備費 16,940 4,070 そうめん代等からの繰入れ金

合　計 2,139,810 1,704,900 570,000

歳　　出

項　目 4 年度予算 5 年度予算 前年比 摘　　要

1 繰越金 688,580 173,070 各支部からの分担金

2 分担金 1,428,360 1,326,000 会員数× 10 円

3 特別基金積立金 22,870 20,830 旅費戻り

4 繰入金 0 0 利子

5 雑収入 0 0 そうめん代等からの
繰入れ金

6 県大会予算 0 185,000
合　計 2,139,810 1,704,900 0

令和5年度�一般会計歳入・歳出予算 単位：（円）

歳　　入

令和5年度新会員数中間報告
№ 支部名 人数
1 東　　　区 0
3 中　央　区 0
5 城　南　区 0
6 早　良　区 0
8 糟　　　屋 0
11 筑　紫　南 24
12 筑　紫　北 0
15 大　牟　田 0
16 柳川みやま 0
17 八　　　女 0
18 三�潴�大�川 6
19 浮　　　羽 0
20 小�郡�三�井 ０

№ 支部名 人数
22 小�倉�門�司 0
23 八　　　幡 8
24 戸　　　畑 0
25 若　　　松 0
26 遠�賀�中�間 0
27 行�橋�京�都 0
30 嘉�穂�山�田 3
31 飯　　　塚 0
32 鞍　　　手 ０
33 田　川　市 6

合　計 47

　昨年の 8月末から、今年の 3月末の
新会員の人数を調査させて頂きました。
筑紫南支部の新会員の獲得数が 24名全
体で62.3％の増加率である。県連始まっ
て以来の獲得数である。筑紫南支部の取
り組みに学ぶ必要がある。
　8月末まで、あと 2ヶ月あります。3
月末時点では、まだ数字が出ていない支
部は、魂を揺さぶる気迫を持って、足で
稼ぐ事しかありません。頑張りましょ
う！

会
員
の
親
睦
を
深
め
な
が
ら

糟
屋
支
部
は
会
員
約
１
０
０
名
と
、
10
の
班
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
65
歳
年
金
支
給
に
伴
い
退
職
後
も
働
く
人

が
多
い
中
で
、
会
員
も
60
代
が
多
く
加
入
し
、
支
部
三
役

も
全
員
60
代
で
す
。
本
支
部
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
輩
方
の

活
動
や
経
験
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
さ
ら
に
組
織
の
活
性

化
が
で
き
る
よ
う
に
機
会
が
あ
る
ご
と
に
、
課
題
で
あ
る

「
会
員
の
親
睦
を
深
め
る
」「
社
会
福
祉
の
増
進
に
協
力
す

る
」
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
潴
大
川
支
部
長
就
任
に
あ
た
っ
て

糟
屋
支
部  

支
部
長

 

西
村
　
栄
治

三
潴
大
川
支
部  

支
部
長

 

柿
添
　
展
宏

退
公
連
の
灯
を
消
さ
な
い
よ
う
に

　

本
年
度
か
ら
飯
塚
支
部
の
支
部
長
に
就
任
し
ま
し
た
大
里
錦
子

と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
3

年
間
支
部
総
会
が
で
き
ず
会
員
数
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
前
支
部

長
さ
ん
は
、
15
年
間
も
飯
塚
支
部
の
活
性
化
の
為
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
先
輩
方
が
こ
れ
ま
で
築

き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
支
部
の
灯
を
消
さ
な
い
よ
う
に
、
会
員
の
皆

様
と
智
恵
を
出
し
合
い
、組
織
力
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

飯
塚
支
部  

支
部
長

 

大
里
　
錦
子

　

3
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等

に
伴
う
物
価
高
。
私
た
ち
の
生
活
は
思
い
も
寄
ら
な
か
っ
た
状
況
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
度
三
潴
大
川
支
部
長
を
お
引
き

受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
現
在
の
退
公
連
の
話
を
聞
く
と
、
最
も
危
惧
さ
れ
る
の

は
会
員
数
の
減
少
か
と
思
い
ま
す
。
昭
和
27
年
に
日
公
連
に
な
っ

て
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
取
組
や
思
い
が
継
続
し
づ
ら
い
状
況
に

な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
大
き
な
原
因
の
一
つ

が
会
員
減
少
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
会
員
増
で
き
る
の
か
。
こ
れ
は
な
か
な
か
難

し
い
問
題
で
す
。
退
公
連
と
会
員
の
思
い
が
ど
う
し
た
ら
一
致
す
る

の
か
、
価
値
観
が
多
様
化
し
て
い
る
現
在
、
ど
う
し
た
ら
会
員
皆
様

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
支
部
に
な
る
か
、
ま
だ
見
通
し
が
つ
い
て
い

ま
せ
ん
が
、
他
支
部
の
取
り
組
み
や
会
員
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら

支
部
長
と
し
て
の
職
責
を
全
う
し
て
い
き
ま
す
。

恩
師
と
の
出
会
い
大
切
に

　

私
は
、
教
職
と
し
て
27
年
勤
務
し
、
た
だ
今
、
再

任
用
と
そ
し
て
小
学
校
に
勤
め
て
い
ま
す
。

　

筑
紫
地
区
で
、様
々
な
功
績
を
上
げ
て
こ
ら
れ
た
、

近
本
明
先
生
よ
り
退
公
連
の
事
を
勧
め
ら
れ
て
加

入
し
ま
し
た
。
近
本
先
生
は
、
私
の
恩
人
で
あ
り
、

数
少
な
い
尊
敬
で
き
る
人
の
一
人
で
す
。

　

退
公
連
の
趣
旨
賛
同
し
な
が
ら
も
、人
と
人
は「
義

理
と
人
情
」
と
い
う
関
係
性
の
中
で
生
き
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
菅
勉
班
長
と
共
に
40
人
以
上
の
人

に
勧
誘
に
回
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
退
公
連
の

未
来
を
考
え
て
現
役
（
準
会
員
）
の
拡
大
に
も
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

先
日
、
菅
班
長
よ
り
事
務
局
長
を
し
て
欲
し
い
と

の
話
が
あ
り
お
受
け
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
菅
班

長
の
人
柄
に
惹
か
れ
志
を
共
に
し
て
い
ま
す
。
微
力

で
す
が
、
自
分
の
出
来
る
事
に
精
一
杯
に
取
り
組
も

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

近
本
先
生
が
よ
く
言
わ
れ
る
言
葉
に
「
人
に
感
謝

し
て
生
き
る
」
を
心
に
と
め
て
頑
張
り
ま
す
。

日
々
漸
進
・
前
進

　

退
公
連
の
会
員
と
し
て
ま
だ
３
年
で
す
が
、

会
員
の
皆
様
の
活
動
が
充
実
し
た
も
の
と
な
る

よ
う
支
部
運
営
に
関
わ
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

組
織
部
長
に
な
っ
て

　

今
年
度
か
ら
組
織
部
長
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
昨
年
度
思
い
も
か
け
ず
病
気
に
な
り
ま

し
た
が
、
体
を
動
か
す
よ
う
に
と
お
医
者
様
か
ら

言
わ
れ
、
元
の
よ
う
に
朝
晩
の
犬
の
散
歩
も
開
始

し
、
貰
っ
た
命
を
大
切
に
使
っ
て
活
動
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。

筑
紫
南
支
部
　
事
務
局
長

 

海
野
　
学

嘉
穂
山
田
支
部
　
組
織
部
長

内
藤
　
正
登

糟
屋
支
部
　
組
織
部
長

井
浦
　
政
義

組
織
拡
充
の
道
筋
を
考
え
る

　

現
職
会
員
は
、
退
公
連
の
事
業
や
活
動
を
理

解
し
て
お
く
。
ま
た
、
会
員
候
補
者
の
名
簿
を

作
成
し
、
支
部
総
会
等
で
確
認
す
る
。
そ
し
て

会
員
候
補
者
と
身
近
な
人
（
職
場
が
一
緒
だ
っ

た
、
学
校
の
後
輩
で
あ
る
、
近
所
で
あ
る
等
）

が
勧
誘
に
あ
た
る
。

浮
羽
支
部
　
組
織
部
長

重
岡
　
晴
久

組
織
活
発
の
た
め
に
尽
力

い
き
な
り
組
織
部
長
と
拝
命
し
、
何
を
ど
う
し

て
い
い
も
の
や
ら
不
安
ば
か
り
で
す
。
し
か
し
、

よ
う
や
く
世
の
中
に
活
気
が
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。本
連
盟
の
活
動
も
活
発
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

飯
塚
支
部
　
組
織
部
長

大
音
　
嘉
之

ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

昨
年
入
会
し
た
ば
か
り
の
私
に
、
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
将
来
、
若
者
一
人
に
、
高
齢

者
一
人
を
支
え
る
時
代
に
な
り
ま
す
。
先
輩
方
の

ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
歩
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

飯
塚
支
部
　
女
性
部
長

馬
場
　
敬
子

組
織
拡
充
の
道
筋
を
考
え
る

　

東
区
支
部
の
女
性
部
長
に
な
り
、1

年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
例
年
同

様
の
活
動
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
退
職
さ

れ
た
先
輩
方
が
年
金
・
医
療
・
介
護
等
に
つ
い
て

ご
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

東
区
支
部
　
女
性
部
長

木
村
　
真
美

《北九州ブロックテーマ》
「初心に返り、退公連の強さを
� 取り戻そう！」
実践報告～SDGsの街�北九州からの発信～
八幡支部・小倉・門司支部・若松支部・遠賀中
間支部

《期　　日》令和5年10月6日（金）
　　　　　13:30～16:30
《会　　場》ウェルとばた　中ホール
《住　　所》北九州市戸畑区汐井町1-6
　　　　　（JR戸畑駅南口より徒歩約1分）
《電話番号》093-871-7200

第4回福岡県大会
（北九州ブロック）の開催について

後援：福岡県・北九州市

若戸大橋
≪令和４.2  国の重要文化財指定≫

ま
ず
は
会
員
確
保
を
目
指
し
て

　

こ
の
た
び
、
支
部
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
、
大
里
茂
晴
と
申
し
ま
す
。

　

退
職
2
年
目
よ
り
、
事
務
局
長
を
７
年
間
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
多
く
の
会

員
の
方
々
と
知
り
合
い
に
な
れ
た
こ
と
が
、
一
番

の
財
産
だ
と
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

新
役
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
、
ま
ず
は
会
員

確
保
を
目
指
し
、
さ
ら
に
支
部
活
動
を
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

嘉
穂
山
田
支
部  

支
部
長

 

大
里
　
茂
晴

魅
力
あ
る
支
部
を
め
ざ
し
て

　

長
年
ご
尽
力
頂
い
た
帆
足
支
部
長
の
後
を
受

け
、
6
月
の
総
会
を
も
っ
て
支
部
長
に
な
り
ま
し

た
。
大
変
心
引
き
締
ま
る
思
い
で
一
杯
で
す
。

　

本
支
部
は
、
小
さ
い
支
部
で
、
会
員
減
と
い
う

大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
一
歩
一
歩

積
み
上
げ
て
来
た
活
動
の
実
績
の
上
に
、
私
た
ち

の
生
活
基
盤
で
あ
る
、
年
金
学
習
・
社
会
保
障
制

度
の
充
実
の
た
め
の
署
名
活
動
、
会
員
相
互
の
交

流
の
充
実
（
広
報
・
親
睦
会
等
）
な
ど
、
諸
活
動

の
工
夫
を
行
い
、
魅
力
あ
る
支
部
を
め
ざ
し
て
微

力
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
郡
三
井
支
部  

支
部
長

 

林
田
　
一
徳

糟
屋
支
部
　
事
務
局
長

横
尾
　
勝
博

　

こ
の
度
、
糟
屋
支
部
事
務
局
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。

　

５
年
前
小
学
校
の
教
師
を
定
年
退
職
し
、
最
近

は
、
自
治
会
の
役
員
と
し
て
、
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
て
活
動
の
幅
を
広
げ
て
お
り
ま
す
。
先
輩

方
の
ご
指
導
を
受
け
、
事
務
局
の
仕
事
が
全
う
で

き
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

真
面
目
・
コ
ツ
コ
ツ
を
心
が
け
て

本
部
理
事
紹
介

　

1
月
ご
ろ
で
し
た
で
し
ょ
う
か
、
親
し
く
し

て
い
る
友
人
か
ら
退
職
公
務
員
連
盟
の
女
性
部

長
を
受
け
て
く
れ
な
い
か
と
言
う
話
が
あ
り
ま

し
た
。
断
り
き
れ
ず
に
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た

の
で
す
が
、
福
岡
県
の
女
性
部
長
と
は
全
く
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

女
性
部
長

安
河
内
　
信
子

　

現
在
、
福
祉
事
業
は
主
に
慶
弔
規
定
に
よ
る

祝
い
の
記
念
品
を
贈
る
こ
と
で
お
世
話
を
頂
い

て
い
ま
す
。
今
後
は
会
員
各
位
が
安
心
し
て
生

活
出
来
る
一
助
と
し
て
、
会
員
限
定
の
各
種
保

険
等
の
ご
案
内
、
並
び
に
周
知
等
を
図
り
、
皆

様
と
同
じ
目
線
で
福
祉
事
業
の
充
実
に
努
め
、

精
進
し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
何
卒
こ
れ
ま

で
同
様
、
ご
協
力
と
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
の
山
は
、
東
京
で
行
わ
れ
る
全
国
女
性
部

長
会
へ
の
参
加
で
し
た
。
え
ー
っ
、
長
い
こ
と

東
京
に
は
行
っ
て
な
い
！
し
か
も
、
御
茶
ノ
水

は
行
っ
た
こ
と
が
な
い
、
ど
う
し
よ
う
と
不
安

が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
ぶ
つ
ぶ
つ
言
う
私
を
、

藤
崎
事
務
局
長
は
、
丁
寧
に
優
し
く
支
援
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
無
事
に
参
加
で

き
ま
し
た
。
今
回
、
今
ま
で
に
な
い
経
験
が
出

来
て
、本
当
に
良
か
っ
た
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
、わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、

良
い
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

令和5年度�新役員紹介
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福岡県退公連
� 会長　稲田　瑞穂

年金と国債発行に思う

　年金が 3 年ぶりに増額されました。68 歳以下の人は
2.2%、69 歳以上の人は 1.9％が増額になりました。【皆
さん方が、今、受け取っている年金に、2.2/100あるい
は1.9/100を掛けた数字が、今年度のあなたの増額分と
なります】
年金の財源を確保し、順調に支給するために、2004（平
成 16）年に、マクロ経済スライド【国が経済活動に介入
できるしくみ】が導入されました。2015（平成 27）年の
10 月には、共済年金など 4 つに分かれていた年金制度を
一元化して、厚生年に統合しました。この時職域部分がな
くなり、保険料の 27％が未納である判明し、多額な年金
返済が請求されました。昭和 37 年 12 月までに教職に就

組織の健康診断のポイント（抜粋）
①�前例に囚われて、例会や活動が型にはまったもの、少数の味顔ぶれによる活動
になっていないか。
②�新会員勧誘の意気込みが組織の中にあるか。組織の拡充は困難と諦めていないか。
　医療現場は日進月歩の変化の連続に驚くばかり。本連盟も常識にとらわれない
コペルニクス発想で改革を推し進め、「それは無理」とせず、多くの異見に耳を傾
けるところから道は開けることを信ずる。

■コペルニクス的発想を（日公連新聞5月号より） ■退会者が出ない組織に
新会員の勧誘と並行して「退会者を出さない」組
織にするにはどうするか。既に始まっている福
利厚生事業、これから始まる病院や介護事業所
を介した助け合いの事業をアピールして。会員
であることのメリットを示すことも出来る。組
織の拡充は、私たちの当事者意識から生まれる。

会員減少を食い止めるために

いた該当者に対して、年金の返済請求がなされました。5
万円、30 万円、40 万円の返済請求がきて困ったと多くの
方々の苦情を聞きました。
　5 月 19 日から 3 日間、広島の宇品島で、G7 サミット
が開催されます。米国のバイデン大統領は、国債発行額が
上限の 4,240 兆円に達しているため、来日が難しいと言
われましたが、出席できました。出席者には、名物のお好
み焼きが振る舞われます。議論は核の問題、脱炭素の問題、
食料問題、ウクライナ問題など多岐に亘ると思います。
　わが国の国債発行額は、1,200 兆円を超えていまが、国
会の承認は必要ありません。米国と異なる点です。しかし、
国内総生産（DGP）の 2.2 倍が上限額なので、現在はぎ
りぎりの上限額になっています。巨額な赤字国債発行をみ
て、ある経済学者は歯止めが必要だといい、他の経済学者
は、これで良いと言っています。
　私は、会員の皆さん方が安心して、年金の受給できるこ
とを願うだけです。そして、現役の方々の給与が上がるこ
とを望んでいます。
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《
支
部
活
動
紹
介
》

嘉
穂
山
田
支
部
　
支
部
長
　
大
里
　
茂
晴

会
員
同
士
の
絆
づ
く
り

会
員
同
士
の
絆
づ
く
り

戸畑支部　女性部長　大野　英子

女性部の活動女性部の活動

若松支部　女性部長　安武　保子

力合わせて力合わせて
若手会員の勧誘若手会員の勧誘

 

現
在
、
戸
畑
支
部
は
、
男
性
38

名
女
性
44
名
合
計
82
名
の
会
員
で

す
。
そ
の
う
ち
の
半
数
が
80
代
で

す
が
、
健
康
で
元
気
に
活
動
さ
れ

て
い
る
方
も
多
く
い
ま
す
。

　

当
支
部
の
特
徴
で
も
あ
る
役
員

の
6
割
は
女
性
で
退
公
連
行
事
等

に
参
加
し
、
活
動
の
中
心
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

女
性
部
の
活
動
で
は
、
こ
れ
ま

で
秋
の
親
睦
会
を
軸
に
敬
老
表
彰

伝
達
式
後
の
親
睦
会
等
そ
の
ほ
か

の
活
動
も
し
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
3

年
間
は
、
思
う
よ
う
な
活
動
が
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
女

性
部
の
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
年
2
、
3
回
会
員
に
配
布
す

る
県
や
支
部
の
会
報
な
ど
の
袋
詰

◆
活
動
の
方
針

　
「
全
て
の
会
員
が
豊
か
に
、
生
き

が
い
の
あ
る
生
活
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

会
員
同
士
の
絆
を
深
め
る
。
ま
た
、

現
職
時
代
の
キ
ャ
リ
ア
を
生
か
し
、

仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地
域

貢
献
に
努
め
る
。

◆
班
長
会

　

5
月
、
班
長
会
を
開
催
。
班
の
代

表
者
で
、
今
年
度
の
活
動
計
画
を
決

定
す
る
。

◆
班
の
総
会

　

5
〜
6
月
、
各
班
ご
と
の
総
会
。

高
齢
な
会
員
さ
ん
も
年
に
一
度
の
総

会
を
楽
し
み
に
し
て
あ
り
、
会
員
同

士
の
絆
を
感
じ
る
。
し
か
し
、
コ
ロ

ナ
禍
で
、十
分
に
は
開
け
て
い
な
い
。

◆
班
長
、
班
の
役
員
の
活
動

　

年
間
を
通
し
て
、
日
公
連
新
聞
、

県
の
会
報
の
配
布
。
会
員
の
絆
づ
く

り
に
励
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

◆
敬
老
表
彰
の
祝
賀
会

　

9
月
、
該
当
者
の
方
々
に
、
寿
詞
・

記
念
品
の
贈
呈
、
簡
単
な
会
食
会
を

も
ち
、心
か
ら
敬
老
を
お
祝
い
す
る
。

記
念
の
集
合
写
真
を
撮
り
、
後
日
礼

状
と
と
も
に
お
渡
し
し
て
い
る
。

◆
新
会
員
を
増
や
す

　

会
員
確
保
に
努
め
る
。

行
橋
・
京
都
支
部
　
事
務
局
長
　
村
上
　
成
年

こ
れ
か
ら
の
支
部
活
動

こ
れ
か
ら
の
支
部
活
動

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
、
令
和
2
年
2
月
の
会
合
を
開

催
し
て
以
降
、
本
支
部
の
活
動
は
3

年
間
制
限
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

間
会
員
数
も
減
少
の
一
途
を
た
ど

り
、
現
在
50
名
で
す
。
こ
の
3
年
間

で
20
名
程
度
の
減
少
と
い
う
残
念
な

状
況
で
す
。
こ
の
こ
と
は
支
部
の
最

大
の
課
題
で
す
。
会
員
の
高
齢
化
が

進
み
、
退
職
し
た
若
い
人
た
ち
に
対

し
て
、
退
公
連
の
勧
誘
が
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。
役
員
一
覧
表
で
も
、
組
織

部
長
や
女
性
部
長
と
い
っ
た
メ
ン

　

退
公
連
に
加
入
し
て
59
年
に
な

り
ま
す
が
、
女
性
部
の
あ
る
事
を

知
っ
た
の
は
、
三
年
前
の
3
年
前
、

県
大
会
に
参
加
し
て
か
ら
で
す
。

　

若
松
支
部
で
は
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
た
総
会
を
兼
ね
た
「
日
帰
り

旅
行
」「
親
睦
会
（
宴
会
）」
は
、

全
て
男
女
合
同
で
し
た
。
他
の
地

区
と
同
様
。
高
齢
者
が
多
い
の
で

す
が
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い

若
々
し
さ
も
。

　

昔
の
想
い
出
話
が
多
く
、
当
時

は
、
今
と
違
っ
て
怒
っ
た
り
立
た

せ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
教
師

と
児
童
生
徒
・
保
護
者
と
の
関
係

に
は
、
見
え
な
い
絆
が
し
っ
か
り

あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
関
係
で
、
こ
こ
数
年
全
て
の
行

パ
ー
が
決
ま
ら
な
い
状
況
で
す
。
こ

の
3
年
間
で
失
っ
た
も
の
は
大
き
す

ぎ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
過
去
の
活
動
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
同
好
会
の
推
淮
と
し
て
、

平
成
30
年
11
月
に
会
員
12
名
が
行
橋

市
沓く

つ
お尾
に
あ
る
江
戸
時
代
末
期
に
大

庄
屋
を
務
め
た
市
指
定
の
「
守
田
蓑

洲
旧
居
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
大
阪
城

再
建
の
た
め
に
切
り
出
さ
れ
た
石
の

残
石
を
見
学
し
た
り
、
昼
食
は
漁
港

で
あ
る
蓑
島
の
魚
料
理
を
堪
能
し
た

り
し
て
、
日
帰
り
で
は
あ
り
ま
し
た

嘉穂山田

行橋・京都

戸　畑若　松

が
、
会
員
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
お
越
し
の

際
は
ぜ
ひ
ご
見
学
く
だ
さ
い
。
土
・

日
・
祝
日
の
み
開
館
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
人
生
１
０
０
年
時
代
、

健
康
で
長
生
き
し
た
い
と
思
う
の

は
、誰
も
が
願
う
と
こ
ろ
で
す
。「
健

康
は
親
が
残
し
て
や
れ
る
最
高
の
財

産
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
子
や
孫
、
次

代
を
担
う
人
た
ち
へ
健
康
の
大
切
さ

を
繋
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た

め
に
も
、
退
公
連
の
活
動
の
主
と
な

る
年
金
の
充
実
・
社
会
保
障
の
充
実

な
ど
を
目
指
し
、
組
織
の
拡
大
と
穏

や
か
な
日
々
の
生
活
の
た
め
に
課
題

は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
の

活
動
を
地
道
に
進
め
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

事
が
、
中
止
、
残
念
で
た
ま
り
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
今
年
は
親
睦
会
を
兼

ね
た
総
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

会
員
63
名
。
89
％
が
85
歳
以
上
で

す
。
44
％
が
女
性
で
す
が
会
を
盛

り
上
げ
、
若
い
会
員
勧
誘
の
工
夫

を
話
し
合
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

め
に
は
、
女
性
部
を
は
じ
め
女
性

役
員
の
方
々
の
応
援
が
あ
り
、
和

気
あ
い
あ
い
の
中
で
作
業
が
進
ん

で
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
会
員
が
地
域
の
市

民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
サ
ー
ク
ル
活

動
や
お
世
話
、
福
祉
活
動
等
で
活

躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

女
性
部
活
動
の
一
つ
で
あ
り
ま
す

秋
の
親
睦
会
が
あ
り
ま
す
。
会
に

参
加
さ
れ
る
方
が
「
楽
し
か
っ
た
。

ま
た
、
来
年
も
参
加
し
た
い
」
と

言
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
、
会
の
催

し
の
ゲ
ー
ム
や
景
品
の
準
備
も
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
女
性
部
活
動
が
交

流
の
場
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。




